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分解 要

品 名 10/16/21MPa薄形油圧シリンダ

シリーズ名 100S-1/160S-1/210S-1

100S-1には100S-1R,100S-1D,100S-1RD,
100SW-1,100SW-1R,100SW-1D,100SW-1RD,
HQS2,HQS2R,HQS2D,HQS2RD,
HQSW2,HQSW2R,HQSW2D,HQS2WRD,を含みます。
160Ｓ-1には160S-1R,160S-1D,160S-1RD,
160ＳW-1,160SW-1R,160SW-1D,160SW-1RDを含みます。
210S-1には210S-1Rを含みます。

《安全にご使用いただくために》

 ご使用いただく で った取り扱いを います 、 品の性能が
十分発揮されなかったり、大きな事故につながる可能性があります。
事故の発 を るために必ず取り扱い 分解 要
を し、内容を十分にご 解の 、お取り扱い願います。
 注意事項に記載してある内容は特に注意を払う必要のある事項です。

れらの注意事項を らない は、 を う に が
わる事が考えられますので、必ずその指示に従ってお取り扱い願います。

、 な がご いましたら、 社まで い わ さい。

１．分解   ２頁
２．  ６頁
３．構造図  １１頁
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1. 分解

・ シリンダを外す前には、必 が であることを してください。
・ シリンダを分解しますと、作動油が多少なりとも出てきます。

付近では火気を使用しないでください。
また、手がすべることもありますので十分注意してください。

・ シリンダおよびシリンダの部品は重いものがあります。
シリンダの ・ により、部品の および作 の 傷の可能性があります。

・ 分解時には指を挟んだりすることがありますので、十分注意してください。

１－１．分解前の注意事項
1) シリンダを取り外す前には、 の を にし、 を ってください。
2) 分解の際、ロッド先端ねじ、ポートねじ及びロッド表面に傷が付かないよう十分な保護処置が

必要です。
、分解の際 に いたり としたりすると、ねじ が れたりロッド表面に を

生じて使用できなくなることがあります。
3) 使用 が勘 性作動油の 、シール は特に注意して取り ってください。

シールが他の油にふれると、化学変化を起こし膨潤して使用できなくなる可能性があります。

１－２．分解に必要な特殊工具、部品
1) ヘラ（パッキン取り外し用ヘラ）

図1を参考に製作してください。
【注意】 ドライバ等の尖ったものでの取り外しは絶対に避けてください。

パッキンやパッキンハウジングなどに傷を付けます。
2) 交換用パッキン、ガスケット類
3) その他交換が必要な部品

注 意

１．分解
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１－３．分解方法
以下の分解方法は片ロッドタイプについてのものです。

・ ロッドタイプでは にブシュがつきますが、 の分解 は片ロッドタイプと 様です。

１） 穴 き止めねじ⑩をゆるめ、ブシュ を取り外します。
ブシュ 面にある回し穴に ピン等を し み、プ イ ー等で回し、ブシュをゆるめてください。
回し穴に合ったピンを使用しない場合、回し穴を損傷する恐れがあり、
ブシュを外すことが出来なくなる場合があります。

【注意】 ・ピストンロッドのスパナ掛部の傷およびカエリ等があれば、丁寧に
  すり等で面取りを ってください。
 ・ブシュをゆるめる際に、ピストンロッドを傷つけない様に注意してください。
 ・ブシュを抜くとき、ブシュ内面に傷をつけない様にしてください。
   この 、傷がつきますと、 の に、傷の が れます。
 ・止めねじ⑩は、ゆるみ止め用の接着剤をコーティングしていますので、
 清掃および洗浄はしないでください。 止めねじ⑩は、再使用できます。

ウレタンボール⑫または銅ピース⑫を取り除いて下さい。
３ 以 の出 は 止めねじとウレタンボール です。
３ 以 は 止めねじと銅ピース です。

以 、 ３以 はとがり 止めねじをブシュ外 の にあてる です。
         (銅ピースもウレタンボールもなし)。

１．分解
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２） シリンダ本体①より、ピストン／ピストンロッドアッセンブリー③／④を抜出してください。
ロッド の場合、 に トを取り と、ピストンロッドが抜 くなります。

３） ブシュのダストワイパ⑱、ロッドパッキン⑰、ブシュ用Ｏリング⑲および
ピストンパッキン を外す場合、 の ので のよ に ってください。
 【注意】 ダストワイパ溝、ロッドパッキン溝およびピストンパッキン溝表面に

を ないよ にしてください。 が ますと、 の 時
に の が ます。

２１０Ｓ－１では、ロッドパッキン、ブシュ用Ｏリング、ピストンパッキンに
バックアップリングがセットになっています。同時に取り外してください。

な に  が ってい の）のブシュに いて
ダストワイパ1はブシュに さ ており分解および は です。
ダストワイパ1の交換が必要な場合はブシュごと交換してください。
尚、ブシュを手配頂いた場合、ダストワイパを装着して発送いたします。

１．分解
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４）ピストンロッドとピストンの分解
ピストンロッド④と、ピストン③は、スチールボール⑪が圧入され、カシメられておりますので、
分解できません。
両ロッドタイプも、ピストンとピストンロッドが接着剤でゆるみ止めされていますので、
分解できません。

5) クッションバルブ
ヘッド側クッション付で、クッションバルブシールを交換する場合、
クッションプラグをクッションバルブごと緩めて外した後、バルブシールを取り出してください。

１．分解
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・ シリンダおよびシリンダの部品は重いものがあります。
シリンダの ・ により、部品の および作業 の 傷の があります。
安定した作業台にシリンダを置いて作業してください。

・ には を だりすることがありますので、十分注意してください。
・ 部品に残油が付着している場合があります。

付近では火気を使用しないでください。
また、手がすべることもありますので、シリンダ、工具についた油はよく拭き取ってください。

・ 部品は必ず洗浄液で洗浄してください。 

の注意
1) ホースなどの配管類はシリンダ部品には接続しないでください。

【注意】 った 作により、作 油が することがあります。
2) ロッド先端ねじ、ポートねじ及びロッド表面に傷がつかないよう十分な保護処置が必要です。

【注意】 ン ーで いたり に としたりすると、ねじ のつ ・ロッド表面の が
じ、 具合の になりますので、取り いには十分注意してください。

3) 部品（パッキン、ガスケット類以外）はすべて洗浄液で洗浄してください。
【注意】分 作業 にシリンダ部品に などが付着した場合、洗浄 ずに てると、

作 にパッキン類を 傷さ 、シリンダの作 油 の となります。
4) 分 ・洗浄した部品は り に し の を必ず して、傷 は し、

な部品は新品と交換してください。
5) パッキン、ガスケット類については新品と交換してください。
6) 交換部品は に ってください。 てたり、 としたりしますと部品が することがあります。

した場合は し、 な部品は新品と交換してください。
また、 として が付着した場合は洗浄して を取り いてか 使用ください。

注 意
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２－２  組 方法
 １）ピストン部パッキンのはめ込み

ピストンパッキン⑯の組込み方法は下図の通りです。
２１０Ｓ－１ではパッキンの両側にバックアップリングをいれてください。
【注意】パッキンがねじれていないか確認してください。

ねじれ 組み てると、作動勘 油 れな の募 となり す。

２）ブシュ⑦にＯリング⑲、ダストワイパ⑱及びロッドパッキン⑰を装着してください。
２１０Ｓ－１では⑰、⑲の圧を受ける側(下図で左側)にバックアップリングを装着してください。
この時パッキン及びブシュ内面に、使用する作動油を塗布してください。

、 油 はダストワイパ がブシュに圧 されているか確認してください。
【注意】パッキンの装着方向を誤らないでください。この方向を間違えると、

シリンダの作動勘 油 れな の募 となり す。

２ 組
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 ３） シリンダ本体①の内面に使用する作動油を塗布し、ピストン／ピストンロッド
アセンブリ③／④を挿入してください。
【注意】この時チューブ内にゴミが入らないように注意してください。

ゴミが入りますと、作動時にパッキン類を損傷させ、シリンダの作動
勘 油 れの募 となります。
この場合、パッキンに傷が入らないよう十分注意してください。

４） シリンダ本体① ら 穴 めねじ 、 ピース が勭れている を し、
ブシュ⑦をねじ込みます。

穴 めねじが いた ブシュをねじ込みますと、ブシュのねじを める恐れがあります。
ブシュ 面にある回し穴に ピン を し込み、 ー 回し、ブシュをねじ込 ください。
回し穴に合ったピンを使用しない場合、回し穴を損傷する恐れがあり、
ブシュをねじ込めなくなる場合があります。

油塗布

注意
14 3
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【注意】 ・ ロッド先端おねじの場合、先端ねじ部には予めテープなどを巻いて
挿入してください。ねじに 、パッ ンが 傷し、 などの とな す。

・ ロッドのスパナ掛け部にカエリ等がないことを確認してください。
この場合 パッ ンが 傷し、 などの とな す。

・ ブッシュを挿入するとき、ブシュ内面に傷を付けない様にしてください。
この場合 の にな す。

・ ブシュをねじ込むとき、ピストンロッドを傷つけない様に注意してください。
・ ブシュの締め付けトルクは、下表の値を目安としてください。

ブシュの締め付けトルク
                             単位： N・m                                        

   内径  トルク値
   φ20 10
   φ25 10
   φ32 25
   φ40 45
   φ50 60
   φ63 70
   φ80 90
  φ100 150
  φ125 150

カエリ取りカエリ取り

テープを巻く
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５）ブシュをねじ込んだあと、シリンダ本体①に、新品の銅ピース⑫を入れ
穴付き止めねじ⑩をねじ込みます。

【注意】 ・ 穴付き止めねじの締め付けトルクは、 ・ で締めてください。
トルクが弱い場合、ブシュが緩む恐れがあります。

・ 新品の銅ピースは、パッキンセットに付属されています。
は り 止めねじだけ 銅ピースなし です。 00

・ 止めねじ⑩は、ゆるみ止め用の接着剤をコーティングしていますので、
清掃および洗浄はしないでください。止めねじ⑩は、再使用できます。

クッションバルブ
クッション付シリンダでは、
クッションプラグの奥までクッションバルブを
ねじこみ、そこに向きに注意して
クッションバルブシールをつけてください。
それをボディのバルブ穴にねじこんで
締め付けてください。

締め付けトルクは 10 です。
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100S-1/160S-1 ロッド スイッチ付 )

部品表
No. 名称 材質

スイッチ無 スイッチ付
1 本体 100S-1 ル ム 1

160S-1 機械構造用炭素鋼 ステンレス
3 ピストン 100S-1 銅 1

160S-1 球状黒鉛鋳鉄(φ20・φ25・φ125)、特殊銅合金（φ32～φ100)

4 ピストンロッド 100S-1 ステンレス(φ20,φ25)、機械構造用炭素鋼(φ32～φ100) 1
160S-1 機械構造用炭素鋼

7 ブシュ 銅 100 125) 1
8 マグネット押さえ 銅 20 25 5 用) 1

ステンレス 20 32)
- ステンレス（ 40 100)

9 磁石 - － －
10 付止めねじ クロムモリブデン鋼 1
11 スチールボール/止めねじ ステンレス/クロムモリブデン鋼 1
12 銅ピース 銅 20 50 ) 1
13 ピストンロッド用Ｏリング － 1
16 ピストンパッキン － 1
17 ロッドパッキン － 1
18 ダストワイパ － 1
19 ブシュ用Ｏリング － 1

21（注1) ピストンナット
銅 32)

機械構造用炭素鋼 40 80)
銅 1

22（注1) クッションリング1
銅 32)

40 80)
銅 1

23（注1) クッションリング2
銅 32)

40 80)
銅 1

24（注1) クッションバルブ クロムモリブデン鋼 1
25（注1) クッションプラグ 機械構造用炭素鋼 1
26（注1) 埋栓 機械構造用炭素鋼 1
27（注1) バルブシール － 1
注1) No.21 27 クッション付 用部品

３．構造図
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210S-1 片ロッド (スイッチ付を含む)

部品表
No. 名称 材質

スイッチ無 スイッチ付
1 本体 機械構造用炭素鋼 ステンレス 1
3 ピストン 銅 1
4 ピストンロッド 機械構造用炭素鋼 1
7 ブシュ 銅 1
8 マグネット押さえ ステンレス(φ32) 1

- ステンレス φ40 )
9 磁石 - － －
10 付 クロムモリブデン鋼 1
11 スチールボール ステンレス 1
12 銅ピース 銅(φ32 φ 0) 1
13 ピストンロッド用Ｏリング － 1
16 ピストンパッキン － 1

ピストンパッキン用バックアップリング － 2
17 ロッドパッキン － 1

ロッドパッキン用バックアップリング － 1
18 ダストワイパ － 1
19 ブシュ用Ｏリング － 1

ブシュ用バックアップリング － 1

３．構造図
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100S-1D/160S-1D 両ロッド (スイッチ付を含む)

部品表
No. 名称 材質

スイッチ無 スイッチ付
1 本体 100S-1D ル ム 1

160S-1D 機械構造用炭素鋼 ステンレス
3 ピストン 100S-1D 銅 1

160S-1D 球状黒鉛鋳鉄(φ20・φ25・φ125)、特殊銅合金（φ32～φ100)

4 ピストンロッド φ40以上 機械構造用炭素鋼 1
5,6 φ32以下 ステンレス(φ20,φ25),機械構造用炭素鋼(φ32) 各1
7 ブシュ 銅 (φ100以下 (φ125) 2
8 マグネット押さえ 銅 (φ20 φ25 5 用) 1

ステンレス(φ20 φ32)
- ステンレス φ40 φ100)

9 磁石 - - -
10 付止めねじ クロムモリブデン鋼 2
12 銅ピース 銅(φ20 φ50) 2
13 ピストンロッド用Ｏリング - 1
16 ピストンパッキン - 1
17 ロッドパッキン - 2
18 ダストワイパ - 2
19 ブシュ用Ｏリング - 2
31 銅 (φ40 φ100),機械構造用炭素鋼(φ125) 1
32 ピン ステンレス 1
33 止めねじ クロムモリブデン鋼 1
34 スチールボール 高炭素クロム軸受鋼 1

３．構造図
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